
 

 

 

                                

                                

 

 

 

 

 

⚫ 特集「デコ活」 P1～P４ 

⚫ コラム「三島市民の環境問題への取組状況～アンケート結果～」 P４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

テレワークは 

移動のエネルギー

を削減できる 

びんやアルミ缶は 

リサイクルの優等

生 

へちまたわしで 

脱プラスチック 

家の屋根が再生可

能エネルギーの 

発電所に！ 

残さず食べて 

ごみ削減 

 

 

 

 

    

自然素材、大事に永

く着る、古着を活

用。あなたにとって

のサステナブルな

服とは？ 

自転車で地球にや

さしく健康に 

自分で野菜を育て

てみる。買うときは

地産地消を心がけ

る 

省エネ家電で効率

よく快適な暮らし 

節水を心がけよう 

― 市民がつくる市民のための地域環境情報誌 ― 

第 ４ ４ 号 

20２4/１２/１ 

 

 

市の鳥「カワセミ」 市の木「イチョウ」 市の花「三島桜」 

 

知っていますか？  

  

 

 ２０５０年カーボンニュートラルシティ表明 

「デコ活」のマークは次のうちのどれをデザインしたものでしょうか？  

①ホタル   ②りんご   ③蝶    ④卵 

 
(答えは３P) 



特集/デコ活～脱炭素 私にできる「デコ活」は？～ 

 エコライフみしま 第 44 号(2024.12.1) ２ 

 

 

み
な
さ
ん
、
「
デ
コ
活
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

も
し
か
し
た
ら
馴
染
み

が
な
い
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

「
デ
コ
活
」
と
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
日
本
全
体
で
CO₂ 

排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減
す
る

た
め
、
国
民
の
行
動
変
容
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

転
換
を
後
押
し
す
る
目
的
で
２
０
２
２
年
10
月

25
日
に
発
足
し
た
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い

豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
で
す
。 

 

●
こ
と
ば
の
成
り
立
ち 

“
デ
コ
”
は
、
二
酸
化
炭
素
［
CO₂
］
を
減
ら

す
［
DE
］
脱
炭

素
［D

e
c
a
rb

o
n

iz
a
tio

n

］

と
、
環
境
に
良
い
エ
コ
［
Eco
］
と
い
う
意
味

が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
活
動
・
生
活
が

組
み
合
わ
さ
れ
た
新
し
い
言
葉
で
、
２
０
２
３

年
7
月
に
環
境
省
が
公
募
し
た
８
，
２
０
０
件
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
愛
称
で
す
。 

 

●
行
動
の
わ
か
り
や
す
さ 

デ
コ
活
で
は
、
「
デ
コ
活
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と

い
う
エ
コ
に
向
け
た
分
か
り
易
く
、
具
体
的
な

行
動
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

デ
コ
活
ア
ク
シ
ョ
ン 

 
 ま

ず
は
こ
こ
か
ら
！ 

デ 

電
気
も
省
エ
ネ 

断
熱
住
宅 

電
気
代
を
お
さ
え
る
断
熱
省
エ
ネ
住
宅
に
す
む 

コ 

こ
だ
わ
る
楽
し
さ 

エ
コ
グ
ッ
ズ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
省
エ
ネ
家
電
な
ど
を
選
ぶ 

カ 

感
謝
の
心 

食
べ
残
し
ゼ
ロ 

 

食
品
の
食
べ
切
り
、
食
材
の
使
い
切
り 

ツ 

つ
な
が
る
オ
フ
ィ
ス 

テ
レ
ワ
ー
ク 

 

ど
こ
で
も
つ
な
が
れ
ば
、
そ
こ
が
仕
事
場
に 

 
 選

ん
で
減
ら
す
！ 

・
高
効
率
の
給
湯
器
、
節
水
で
き
る
機
器
を
選
ぶ 

・
環
境
に
や
さ
し
い
次
世
代
自
動
車
を
選
ぶ 

・
太
陽
光
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

を
取
り
入
れ
る 

 
み
ん
な
で
実
践
！ 

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
、
サ
ス
テ
ナ 

ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む 

・
ご
み
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
資
源
と
し
て 

き
ち
ん
と
分
別
・
再
利
用
す
る 

・
地
元
産
の
旬
の
食
材
を
積
極
的
に
選
ぶ 

・
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
・
自
転
車
・
徒
歩
で 

移
動
す
る 

・
は
か
り
売
り
を
利
用
す
る
な
ど
、
好
き
な
も

の
を
必
要
な
分
だ
け
買
う 

・
宅
配
便
は
一
度
で
受
け
取
る 

 

そ
の
他
に
も
、
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
脱

炭
素
な
ど
に
貢
献
し
て
い
く
も
の
は
、
す
べ
て

「
デ
コ
活
」
で
す
。 

 

こ
の
運
動
の
効
果
的
な
実
施
に
つ
な
が
る
よ

う
、
国
・
企
業
・
自
治
体
・
団
体
・
個
人
が
連

携
す
る
「
デ
コ
活
応
援
団
」（
新
国
民
運
動
官

民
連
携
協
議
会
）
も
同
時
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る

な
ど
幅
広
く
展
開
し
、
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ポ
イ
ン
ト 

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
…
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、
今
世
紀
後
半
に
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
人

為
的
排
出
量
と
、
森
林
に
よ
る
吸
収
量
を
均
衡

さ
せ
る
こ
と
。
日
本
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
三
島
市
は
令
和
４
年
３
月
18
日
に
「
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
」

を
表
明
し
て
い
ま
す
。 

 

エ
コ
ラ
イ
フ
み
し
ま
第

号
で 

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を 

特
集
し
て
い
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ 

ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 



特集/デコ活～脱炭素 私にできる「デコ活」は？～ 

 ３ エコライフみしま 第 44 号(2024.12.1) 

 

  
「
デ
コ
活
」
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を

狙
い
に
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
公
表

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
で
も
組

織
単
位
で
も
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宣

言
す
る
と
組
織
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
の
デ
コ

活
の

HP
で
組
織
の
コ
メ
ン
ト
と
共
に
公
表
さ 

れ
ま
す
（
個
人
は
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
）。
ま
た

デ
コ
活
HP
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
絵
が
あ
り
ま

す
が
、
宣
言
し
た
組
織
や
個
人

は
こ
れ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

２
０
２
４
年
10
月
下
旬
時
点

で
、
個
人
は
約
７
，
７
０
０
人
、

企
業
は
約
１
，
５
６
０
件
、
各
種

団
体
は
約
３
０
０
件
、
国
・
自
治

体
は
約
３
４
０
件
が
宣
言
し
て

お
り
、
日
々
増
加
中
で
す
。
静
岡

県
下
で
は
12
の
県
・
市
・
町
が
宣

言
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

三
島
市
は
２
０
２
３
年
8
月
29
日
に
宣
言
し

ま
し
た
。 

 

宣
言
①
：
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
取
組
展
開
を
通

じ
て
デ
コ
活
を
後
押
し
し
ま
す
！ 

宣
言
②
：
生
活
・
仕
事
の
中
で
、
デ
コ
活
を
実

践
し
ま
す
！ 

三
島
市
の
企
業
で
も
宣
言
さ
れ
て
い
る
例
が
あ

り
ま
す
。 

デ
コ
活
の
活
動
は
今
後
避
け
て
通
れ
な
い
も

の
で
す
し
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
個
人
や
組

織
の
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
し
て
い
る

な
ら
宣
言
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
宣

言
は
環
境
省
の
デ
コ
活
の
HP
か
ら
簡
単
に
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
環
境
政
策
課
で
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

三
島
市
で
「
デ
コ
活
」
を
実
践

す
る
た
め
に
、
市
民
が
で
き
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

●
地
産
地
消
の
推
進 

 

地
元
で
生
産
さ
れ
た
食
品
を
消
費
す
る
こ
と

も
環
境
負
荷
を
減
ら
す
一
つ
の
方
法
で
す
。
三

島
市
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
豊
富
に
あ

り
、
地
元
の
農
産
物
を
積
極
的
に
購
入
す
る
こ

と
で
輸
送
に
伴
う
CO₂
排
出
を
削
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
農
家
を
支
援
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

●
河
川
の
水
質
保
全
・
流
域
周
辺
の
環
境
保
全 

 

夏
場
な
ど
子
供
連
れ
の
家
族
な
ど
多
く
の
人

が
水
遊
び
に
訪
れ
ま
す
が
、
飲
食
物
の
残
り
や

空
容
器
な
ど
で
水
系
そ
の
も
の
や
周
辺
の
水
辺

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
ゴ
ミ
な
ど
を
持
ち
帰
る
な

ど
の
心
配
り
が
三
島
の
恵
ま
れ
た
美
し
い
環
境

を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

●
食
品
ロ
ス
の
削
減 

三
島
市
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「
み
し
ま
タ
ベ
ス
ケ
」
の
利
用 

詳
細
は
「
広

報
み
し
ま
１０
月
１
日
号
綴
込
み
の
「
ご
み
減

量
ト
レ
ン
デ
ィ
」
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加 

 

子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育
や
市
内
の
ご
み
拾

い
活
動
な
ど
様
々
な
環
境
に
関
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
「
三
島
市
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
や
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
活
動
を

行
う
「
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
は

出
来
な
い
こ
と
も
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
連
絡
先
は
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ク
イ
ズ
の
答
え 

③
蝶 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
１
人
１
人
の
日
常
の
取
組

が
地
球
を
変
え
る
大
き
な
う
ね
り
に
な
る

「
バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
蝶
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



三島市民の環境問題への取組状況～アンケート結果～ 

 エコライフみしま 第 44 号(2024.12.1) ４ 

 

 

 

「環境講演会」※に参加された市民の皆さんに、環境問題への取組状況についてアンケ

ートをお願いしました。 

環境問題へ取り組んでいる市民の行動のトップ５は下表の通りであり、環境意識として

は比較的広く浸透していることが分かりました。※2023年 12 月 13日 三島市民生涯

学習センターにて講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、喫緊の課題である CO₂削減に大きく貢献する、省エネ断熱リフォーム、蓄電

池・省エネ給湯器の導入は全体の 10％、太陽光パネルの導入は 14％であり、まだまだ十

分に広がっているとは言えない状況でした。 

また、家電の買い替え頻度につきましては、壊れてから買い替えるという方が全体の

71％であり、積極的に新しい省エネ家電に買い替えようとしている方はまだ少数でした。 

自宅の照明を LEDにしている割合は、平均すると 58％でした。照明の LED化は市全体

として着実に進んでいるのではないかと思われます。 

カーボンニュートラルの実現には、お金がかかる対策が多いかもしれません。財布と相

談し、出来る範囲で有効な対策がより進むことが期待されます。 

  

 

エコライフみしま第 43号「三島市民のエコへの取 

り組み」は電子版のみで発行しています。市ホーム 

ページをご覧ください。 

ボランティア連絡先 

三島市エコパートナー:環境政策課(055-983-2647) 

ごみ減量アドバイザー:廃棄物対策課(055-971-8993) 

感想・ご意見募集中  

エコライフみしまのご感想・ご意見は以下へお寄せ 

ください。 

                                                                                                

82

76

76

76

49

18

24

24

24

51

マイバッグ・マイボトル・マイ箸の利用

食べ残しをしない

生ごみの水切り

ごみを分別してミックス古紙に出している

気温調節にカーテンを利用する

YES NO (％)

【編集スタッフ（市民ボランティア）】６名      

〒411-0858  静岡県三島市中央町 5-5 

三島市役所中央町別館 環境政策課内 「エコライフみしま」編集事務局 

TEL:０５５-９８３-２６４７  FAX:０５５-９７６-８７２８   E-mail : kankyou＠city.mishima.shizuoka.jp 

気候変動についての市民の意識を 11か国で国際比

較すると、「自分の行動が気候変動に与える影響を

気にする人の割合」は日本が最低！「気候変動対策

のために自分の消費を制限することができるとした

割合」も日本が最低！という結果だった（2021～

22年 BCG調査）。なぜ日本人は意識が低く自分事

でないのか？ 意識の高い人の行動で底上げを図れ

ないかと期待している。(S.N) 

 

【編集後記】      

tel:０５５-９８３-２６４７

